
液化石油ガス設備士の皆様に
重要なお知らせです。

液化石油ガス設備士の皆様が
受講できる

講習のお知らせです。

液化石油ガス設備士免状を
所有している方は全員､
法律に基づき､定期に講習を受けることが
義務付けられています。

液化石油ガス設備士免状の取得後は､ 
配管用フレキ管講習・ポリエチレン管講習の

受講をおすすめします｡ 

配管用フレキ管講習及びポリエチレン管講習のお問合せ及び
お申込み並びに使用テキスト取り扱い先
※講習の実施や取り扱いの無い事務所もありますので､ご注意ください｡
※現時点(R7.11月現在)の令和8年以降の日程を濃い字で､令和7年度の実施済みの日程は薄い字で示しています｡

試験･教育事業部門
〒105‒8447 東京都港区虎ノ門４‒３-１３ ヒューリック神谷町ビル

URL  https://www.khk.or.jp/
お問合せ先：edu@khk.or.jp
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令和7年度の実施実績等／令和8年度の予定
ポリエチレン管

免除あり 免除なし
配管用フレキ管

免除あり 免除なし

※LPガス関係図書については、他府県のLPガス協会にお問い合わせください。

実施時期はすでに終了してい
るところもありますが､参考
として記載しております。
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液化石油ガス法施行規則の例示基準（※）では、配管用フレキ管・ポリエチレン管の施工は、高圧ガス保安協会等
が実施する講習の課程を修了した者が施工することとされています。施工可能な業務を広げるために液化
石油ガス設備士免状を取得後、配管用フレキ管講習・ポリエチレン管講習の受講をおすすめします。

【注１】液化石油ガス設備士再講習（令和7年11月現在）

【注２】受講時期
(※)根拠法令：液化石油ガス法　第38条の9

①果たすべき義務について ②定期に受講しなければならない
講習（義務講習）について

液化石油ガス設備士は、液化石油ガス法に基き、「液化石油
ガス設備士再講習」を右頁の【注2】に示す受講期間内に受講
しなければなりません。
未受講は法令違反となりますので、定められた期間内に必ず
受講する必要があります。

③受講時期について

設備工事に従事していなくても、
免状を持っている方全員が対象です。

期間内に受講義務を果たせるよう、
余裕をもって申し込むことをお勧めします。

受講を全て終了し、修了調査（受講成果確認）を終えることで、
講習の過程を修了したことを証するシールを発行します。
講習期間末日の約1か月後に特定記録郵便でお届けします
ので、ご自身で免状の備考欄にシールを貼付します。

④受講証明について

トータル７時間の講義を自分のペースで
受講できるオンライン講習です。

SGP鋼管（白ガス管）のようなエ
ルボ返しが不要。可とう性のある
蛇腹形状のため、所定の範囲内
で容易に曲げられる等、耐震性
にも優れている。また、切断も専
用の小型カッターでできるなど、
効率的な管工事が行える。

SGP鋼管（白ガス管）と比べ、電
気絶縁性が高いため、土中に直
接埋設しても腐食や電食に大変
強く、また可とう性があるため、
耐震性にも優れている。

免状に貼付されたシールをもって、
義務を果たしている証明になります。

供給設備及び消費設備の保安に関する液化石油ガス法令
液化石油ガス設備工事に必要な高度の知識及び技能

原則、年４回（６月、7～8月、9～10月、２～３月頃）、オンライン開催。
申込先、使用テキスト等、詳細は、高圧ガス保安協会のホームページの
トップ画面にある講習申込専用サイトよりご確認ください。
（申込受付は開催時期の１～2か月前から開始予定）

液化石油ガス設備士免状の交付を受けた日の属する年度の
翌年度の開始日から3年以内

講習内容

初回

講習時間 5,900円受講料
（非課税）

開催時期、
方法等

２回目以降
前回受講した日の属する年度の
翌年度の開始日から５年以内

※「年度」とは、毎年4月1日から翌年の3月31日までの期間です。

配管用フレキ管

ポリエチレン管

(※)液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則の例示基準第28節で、配管用フレキ管及びポリエチレン管の
　　施工できる者の条件が示されており、その中の一つとして当協会の講習があります。

https://www.entry.khk.or.jp/
gak/Init.cgi

令和10.8.1

再講習
受講日

令和16.3.31令和11.4.1

５年以内 受講
期限

令和8.1.1
（例）

免状の
交付日

令和11.3.31令和8.4.1

３年以内 受講
期限

２日間 
座学３時間（法令、配管用フレキ管の工法、材料、工具等）
実習７時間（基礎実習、新設住宅配管、既設住宅配管）
検定試験（筆記試験）

※実習のみの方（1997年（平成9年）4月1日以降に液化石油ガス設備士免状の交付を受けた方）は、実習のみでも構い
　ませんが、実習の効果を上げるため講義も併せて受けられることをお勧めします。

配管用フレキ管講習

免除なし　  42,500円
免除あり※　37,900円

開催の有無、実施時期は、都道府県により異なります。詳細は、当協会ホームページをご覧ください。
https://www.khk.or.jp/qualification/
examination_course/courses_other/
course_pe_piping.html

１日
座学２時間（ポリエチレン管の材料に関する基礎知識、
維持管理に関する実務知識知等）

実習２時間３０分（ＥＦ接合、メカニカル接合及びスクイー
ズィング）

検定試験（筆記試験）

ポリエチレン管講習

免除なし　  14,900円
免除あり※　12,700円

講習名

開催時期、方法等

受講受検料（課税）
（※）

講習時間、内容

液化石油ガス設備士の免状は生涯有効であり、免状取得者は
「液化石油ガス設備士」として活躍することができます。
一方、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する
法律（以下「液化石油ガス法」という。）（※）により、全ての免状
取得者は、設備工事に従事しているか否かに関わらず、定期に
講習を受けることが義務付けられています。

液化石油ガス設備士は液化石油ガス法で「液化石油ガス
設備工事並びに供給設備及び消費設備の保安に係る液化
石油ガスによる災害の発生の防止に関する講習を受けなけ
ればならない。」と規定されています。ここで規定する講習
を義務講習といい、右頁の【注1】「液化石油ガス設備士再
講習」がそれに該当ます。

【高圧ガス保安協会トップ画面】

(※)受講受検料に､テキスト代金は含まれておりません。

施工者となるための資格取得者方法の一例
配管用フレキ管の施工資格を取得
（配管用フレキ管の施工可能）

ポリエチレン管の施工資格を取得
（ポリエチレン管の施工可能）

高圧ガス保安協会
(各都道府県の液化石油
ガス教育事務所)による

配管用フレキ管講習を修了

ポリエチレン管講習を修了
液化石油ガス設備士

新築住宅に施工した配管用フレキ管工法例

施工される方はもとより、管理者も配管用フレキ管及びポリ
エチレン管の特性、施工上の注意を習得することは、新設住宅
の配管敷設、増設配管や管交換時に、適切で効率的な施工
を行う上で必要な知識を習得につながり、大変有益です。

空欄を埋め、
ご自身の期限
を確認して
ください。

受講
期限【

初
回
】

４～12月

１～3月

年

年

A

B
4月1日

C

年 3月31日年

❶免状公布年月 ❷A+1またはB ❸C＋3 受講
期限

【
２
回
目
以
降
】

４～12月

１～3月

年

年

A

B
4月1日

C

年 3月31日年

❶前回受講年月 ❷A+1またはB ❸C＋5

❶お持ちの免状公布年月（2回目以降は前回受講年月）の年を記載　❷Aに+1した数字またはBの数字を入れる　❸Cに＋3（2回目以降は＋5）した数字を入れる

https://www.khk.or.jp/qualification/
examination_course/courses_other/
course_flex_piping.html

７時間の講義と修了調査（受講成果確認）


